
E-PLUS 開 2 年 p.63 PROGRAM6 のまとめのテスト ≪英文≫  ≪訳文≫ 

 

Hello, everyone.  I’m Okada Hideki.  I’ll talk about my work experience. 

I worked at an animal hospital last week.   

It is near the station, so a lot of people take their animals there every day.  

I worked there for three days.  I cleaned the animals’ cages. 

I also took care of sick animals.  The work was hard, but interesting. 

I like animals very much.   

In the future I want to be a vet and save sick animals.   

I talked with Dr. Hayashi about my dream.  Dr. Hayashi is a vet at the animal hospital. 

He said, “Your dream is very good.   

Animals can’t talk, so to help them is not easy. 

But I like my work very much because I’m happy when sick animals get well.   

And also, I’m happy when I see the owners’ happy faces.” 

I know that to be a vet is difficult. 

To be a vet, I have a lot of things to learn, especially math and science.   

So I’ll study them hard every day. 

こんにちは，みなさん。ぼくは岡田ひできです。ぼくの職場体験についてお話しします。 

先週，ぼくは動物病院で働きました。 

動物病院は駅の近くにあるので，毎日たくさんの人々が動物を連れてきます。 

ぼくはそこで 3日間働きました。ぼくは動物のおりを掃除しました。 

ぼくは病気の動物の世話もしました。仕事はつらかったですが，おもしろかったです。 

 ぼくは動物がとても好きです。 

将来は獣医になって病気の動物を救いたいと思っています。 

ぼくは，ぼくの夢について林先生と話しました。林先生は動物病院の獣医です。 

彼は言いました。「きみの夢はとてもいいね。 

動物は話すことができないから，彼らを助けることは簡単ではないんだ。 

でも，病気の動物がよくなるとうれしいから，私は自分の仕事がとても好きだよ。 

そしてまた，飼い主の幸せな顔を見るときも，私は幸せなんだ。」 

 ぼくは，獣医になることが難しいことを知っています。 

獣医になるために，ぼくには学ぶべきことがたくさんあります。特に数学や理科です。 

それで，ぼくはそれらを毎日いっしょうけんめい勉強するつもりです。 
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